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Z (i,j;t+1)=Z くi,j ;t)-4































































らとしか破壊が進まない ductile破壊となる｡この (b)と (C)の境界はシ
ステムの大きさにも依存する (図3)｡






























クタルのスケーリングが地震 と似た現象の臨界点での構造 と同じ universality
classに属することが言えれば､かなり強い状況証拠になるだろう｡ 自然は開放
系で僅かの揺 らぎで姿を変える｡同時に巧みなバランスでその姿を保つ｡地震に
限 らず､火山､地形｡気候､生命系､宇宙の大構造に至るまで､自然は安定性と
敏感性を兼ね持った動的な相転移点に自己組織化されていると考えて見たい｡複
雑なネットワーク系で起こる動的相転移の臨界性は統計力学としても魅力的なテ
ーマである｡
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.図 1｡ 地震の機械シミュレーター(3)｡
1/L
図3｡randaDfusenlodelでの破
壊の brittle-ductile転移 く4)｡
図 2｡ ×点はカリフォルニア地域
の地震のエネルギー空間分布
の一般化フラクタル次元 D｡｡
実線は randaJnfuseJnOdel
の破壊の臨界点での電涜分布
(brittle-ductile転移点で
の破壊直前の歪み分布と等価)
のD｡｡ (6)による｡
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